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 トラス・トポロジー 適化問題は、設計変数である部材断面が連続値の場合、線形計画

法を用いて容易に 適解を求めることができるが、実設計でよくあるような離散的な規格

断面から部材を選択する場合は、実用規模の問題を数理的に解くことは困難であった。本

論文は、 近の混合整数 2 次錐計画法の発展を契機としており、部材断面が連続値である

が断面種数が限定されている問題、規格断面から部材を選択するが断面種数も限定されて

いる問題などについて、0-1 変数を用いて巧妙に線形制約条件で表現し、混合整数 2 次錐

計画法の適用を可能としている。近年、この種の構造 適化問題・構造形態創生問題に対

して、遺伝的アルゴリズムに代表される確率的解探索手法による解法が多数提案されてい

る中、数理・数学的に構造 適化問題を解こうとする意欲的な研究であり、日本建築学会

奨励賞を授与するにふさわしい内容であるといえる。
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本論文は建築空間を意識した乱流場において、汚染物質の発生源を探索する手法を提案

しながら、その適用の可能性を詳細に考察したものであり、特定の条件の下では極めて精

度良くかつ小さな労力で探索・同定を実行できることを示した。本研究では乱流拡散など

の影響を確率的に捉えて定式化し、乱流場にかかわらず逆時間問題における拡散粒子の振

る舞いを順時間問題と関連付けて詳細に考察したことで、本手法の異分野・異問題への応

用の可能性をも示唆している。研究の着目点と発想を高く評価でき、また学術論文として

の価値は同論文が目的としたこと以上に高いとも思われる。工学的な応用という観点では

多くの課題を残していることも事実であるが、挑戦的な試みと研究の将来性を鑑みればさ

らなる発展を期待させる研究である。

以上の理由により本論文は日本建築学会奨励賞を授与するにふさわしいと判断した。


